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見上げるような高層ビルやショッピングモール､道路や橋､学校･病院など､わたしたちの

日常生活にかかわる施設は､多くがコンクリートでつくられています｡このコンクリートは

生コンクリートエ場で製造されています｡ふだん目にするものだけでなく､浄水場や下水

処理場､物流倉庫など日常生活を｢支える｣施設にもコンクリートが多く使われています。

堤防や護岸などの防災施設に使われるだけでなく､災害時の復旧工事でも役立っています。

わたしたちの暮らしを支えるコンクリートをつくる｡丈夫で長持ちする施設をつくるために、

生コンクリートエ場では日々 努力を重ねています｡ここでは｢生コン｣の魅力を紹介します。

｢生コン｣は
建設を通じて人々の暮らしを支えています。
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▲北防波堤ドーム[北海道

蕊

北海道稚内市にある古代ギリシャ建築の柱列を思わせ

る防波ドｰﾑ。稚内港の防波堤として1931年に建設され

た｡現在は北海道遺産に指定され､様々なイベント会場

となっています。

三慰霊

▲歌舞伎座[東京都］

東京都中央区銀座四丁目にある1889年に開場した歌舞

伎専用の劇場｡火災や戦災に遭うなど様々な変遷があり
ましたが､今日に至るまで名実ともに代表的な歌舞伎劇
場として知られています｡2013年に改築されました。

▲あくのハルカス[大阪府

大阪市阿倍野区に立地｡阿部野橋ターミナルビルの中

核を担う｡2014年3月7日に全面開業しました｡日本で

最も高い超高履ビルで､日本国内の構造物においても

東京ｽｶｲツリー(634m)､東京ﾀﾜー (333”に次ぐ3
番目の高さを誇ります。

曲 一‐L
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▲東京スカイツリー[東京都］

▲中部国際空港(ｾﾝﾄﾚｱ空港)［愛知県］
“
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建設:2012年5月22日高さ:634m

東京都墨田区押上一丁目にある電波塔｡観光･商業雄
設やオフィスビルが併設されており､ツリーを含め周辺施

設は｢東京スカイﾂﾘー タウン｣と呼ばれます｡2012年5貝
に電波塔･観光施設として開業しました。

愛知県･知多半島の沖合に完成した人工島に設けられ

た海上国際空港(愛称は｢セントレア｣)o2005年2月ご
オープンしました。

上
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▲首都圏外郭放水路[埼玉県］

大雨時に中小河川の水を地下に取り込み､地下50mを
貫く総延長63kmのトンネルを通して江戸川に流す､世

界最大級の地下放水路｡平成18年6月に完成しました。

地下水槽は59本の巨大コンクリート柱が支え､｢地下の
パルテノン宮殿｣と呼ばれています。

沖縄県の宮古島と伊良部島を結ぶ全長3540mのｺﾝｸﾘー ﾄ製(一部は鋼製）
の橋｡2015年1月末に開通しました。

▲伊良部大橋[沖縄県］



生コンクリートは、セメントと水､砂利､砂などを工場で練り混ぜ

てつくったものです｡建物となったときの強さと、工事現場で使いや

すいやわらかさとのバランスを考えて材料の割合を計算・調整して

出荷されています｡また、生コンはJIS規格(日本工業規格)が定めら

れており、規格にもとづいて製造。管理・運搬が行われています｡生

コンエ場の仕事は大きく｢製造｣｢試験｣｢運搬｣に分けられます｡ここ

では､それぞれの仕事にたずさわる先輩に､生コンの仕事の面白さや

やりがいなどについてアドバイスをもらいました。

製造

黙う鑑
奈 徳永貴嗣村川萌

入社4年目 入社12年巨

私
の
通
っ
て
い
た
高
校
は
生
コ
ン
エ

場
の
近
く
に
あ
り
、
普
段
か
ら
ミ
キ

サ
ー
車
を
見
る
機
会
が
多
く
生
コ
ン

の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
建
物
を

つ
く
る
仕
事
に
は
興
味
が
あ
り
、
先
生

に
も
生
コ
ン
工
場
で
働
く
こ
と
を
勧

め
ら
れ
て
い
た
の
で
工
場
見
学
に
参

加
し
て
み
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
生
コ

ン
エ
場
と
は
違
っ
て
、
す
ご
く
雰
囲
気

が
良
く
働
き
や
す
そ
う
だ
っ
た
の
で
入

社
を
決
め
ま
し
た
。

入
社
後
は
ま
ず
試
験
係
に
配
属
さ

れ
て
建
設
業
と
同
様
に
肉
体
労
働
が

あ
り
、
体
力
的
に
き
つ
い
部
分
も
実
際

に
は
あ
り
ま
し
た
。
今
は
製
造
係
に

配
属
さ
れ
て
仕
事
が
全
く
変
わ
っ
て

室
内
の
モ
ニ
タ
ー
と
キ
ー
ボ
ド
の
前

で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
製
造
す
る
生

高
校
を
卒
業
後
、
飲
食
店
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
が
、
車
の
運
転
が
好
き

で
大
型
自
動
車
免
許
を
塑
歳
に
な
っ

て
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
輩
か

ら
の
薦
め
で
ミ
キ
サ
ー
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

生
コ
ン
を
品
質
の
良
い
状
態
で
工

事
現
場
に
運
ぶ
の
が
ミ
キ
サ
ー
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
役
目
で
す
。
１
年
も
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
生
コ
ン
を
見
続
け

れ
ば
、
そ
の
日
の
生
コ
ン
の
状
態
が
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ミ
キ
サ
車
に
は
会
社
（
工
場
）
の

名
前
や
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
場
に
生
コ
ン
を
届
け
た
際
に

提
出
す
る
伝
票
に
は
、
到
着
時
間
の

ほ
か
に
使
用
材
料
や
配
合
な
ど
品
質

を
証
明
す
る
項
目
が
書
か
れ
て
い
ま

人々の生活を支える仕事 『生コン』運搬の仕事に誇I宴

ニ
ン
↑
這
三
渥
票
三
雲
温
一
璽
遅
軍
曹
禰
卿
咽
の

変
動
な
ど
で
毎
日
異
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
変
動
を
調
整
し
て
決
め
ら
れ

た
範
囲
内
の
品
質
で
製
造
す
る
こ
と

は
大
変
だ
け
れ
ど
も
や
り
が
い
が
あ

す
〕
ま
た
工
事
現
場
の
作
業
者
と
良

好
な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
は
生
コ
ン

を
納
入
す
る
の
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
ミ
キ
サ
ー
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー

る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
街
中
や
郊

外
で
目
に
す
る
建
造
物
に
自
分
達
の

コ
ン
ク
リ
ト
が
使
わ
れ
た
と
い
う

感
動
、
誇
り
は
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
も
の
で
す
。
「
こ
の
建
物
は
私
が

作
っ
た
生
コ
ン
で
出
来
て
る
ん
だ
よ
」

と
友
人
に
自
慢
し
て
い
ま
す
。
生
コ
ン

の
仕
事
は
わ
か
り
に
く
く
、
と
つ
つ
き

に
く
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
回
り

を
見
渡
せ
ば
必
ず
コ
ン
ク
リ
ト
が

あ
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
人
々
の

生
活
に
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
は
ず
で
す
。

〃
生
コ
ン
と
い
う
仕
事
を
選
択
肢
に
加

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
“
華
や
か
な
職
業

に
憧
れ
は
あ
る
と
し
て
も
、
人
々
の
生

活
を
支
え
る
仕
事
も
か
っ
こ
い
い
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。

は
、
会
社
（
工
場
）
を
代
表
し
て
現
場

に
生
コ
ン
を
届
け
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

工
場
と
現
場
と
の
間
を
１
日
３
～

４
往
復
し
ま
す
。
年
間
の
走
行
距
離

は
約
２
万
畑
に
な
り
ま
す
。
工
場
や
現

場
で
の
待
機
時
間
に
は
、
車
両
の
手

入
れ
や
工
場
構
内
の
清
掃
な
ど
を
行

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ミ
キ
サ
車

は
会
社
（
工
場
）
の
看
板
で
あ
り
、
き

れ
い
な
車
両
で
工
事
現
場
に
出
入
り

す
る
こ
と
は
会
社
（
工
場
）
の
信
頼
に

つ
な
が
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

自
分
が
運
ん
だ
生
コ
ン
が
建
物
や

道
路
、
橋
、
港
な
ど
形
に
な
っ
て
い
く

の
は
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
将
来
も
必

要
な
仕
事
で
あ
り
、
今
後
も
生
コ
ン
を

運
び
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

生コンは､セメントや水､砂利､砂などの

原材料の量を正確に計って､ミキサーに

よって練り混ぜることでつくられます｡こ

生コンは､製造時の品質を維持するため

に撹枠しながら運搬できるコンクリー:‐

ミキサー車によって工事現場に運ばれ三
うした作業はコンピュータが管理する全自動生産システムて

行われていて､製造担当者は､たくさんのモニターで､品質や

工程をチェックしています。

す｡それでも運搬に時間がかかると品質が変化してしまうた

め､生コンのJS規格では､90分以内に現場に納品することと

決められています。



達成感とやuがいのある仕事

生生 コン を届けるまでには

多くの人々が重要な役割を

担っています！

高校の普通科を卒業

後､何とか地元で就職した

いと考え生コン業に入り言

した｡とにかく身体を動方

すことが好きなので､入善

試験の面接で｢現場に行く

仕事｣と言われて決めまL

た｡入社して試験課に配属

されましたが､試験作業墓

材料受入れや工程の善

査､圧縮強度試験など三

場内の作業が多く､数値を

読み取り計算したり試験器

コ
ン
の
仕
事
に
役
立
つ

●｡■●｡●■｡●●■●■■寺●ご字｡｡●●●●｡●わ●q●の年｡｡①●●■●巳●の●◆■●e●●●●ﾛ争曲申①①●？●ゆ｡｡●①凸｡■･ﾛ■｡■■■‐
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湯 浅佳友
入社14年目

具を扱ったりなどの嫌いな作業も多くありました。

ただ試験業務は知れば知るほど面白みが出てくるもの

です｡天然の材料を扱うので同じ配合(使用量)､同じ方

法で製造しても毎回出来上がる製品は微妙に異なりま

す｡でも思い描いたように生コンを練れれば楽しいし､そう

でなければ何が問題かと一所慧命に悩み考えます｡問題

が解決した時に得られる達成感が次の仕事の励みにな!‐

ます･

資格は入社してから4年後にコンクリート技士､さらにそ

れから5年後に主任技士を取得しました｡試験に必要な知

佐藤理恵 資
入社8年目

格

民
間
企
業
で
Ｏ
Ｌ
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
父
親
の
勧
め
で
今
の
会
社
に
入

社
し
、
試
験
室
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
ス
ラ
ン
プ
試
験
で
山
が
崩

れ
た
り
失
敗
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
あ
り

ま
し
た
（
笑
）
。

建
設
関
連
は
男
社
会
で
、
現
場
か

ら
「
女
だ
か
ら
」
と
軽
視
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
最
初
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、

今
で
は
お
客
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
頑
張
っ
た

分
だ
け
成
果
が
現
れ
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
で
は
生
コ
ン
不
足
が
社

会
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
に
生
コ
ン
が
欠
か
せ
な

い
重
要
な
資
材
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
認
識
さ
れ
、
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

ニ
ン
ク
リ
ー
ト
技
士
・
主
任
技
士
・
ニ
ン
ク
じ
Ｉ
卜
診
断
士

識は毎日豆

仕事からも得

られます力f

現場で必要

とされる鉄釜

や構造なと

生コン以外の

知識も求めら

れ受験対雲

が必要とな；三

ます｡試験唾

一
房生コン通じて世界が変わった

一
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画
｛
咋

成
、
指
導
す
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

入
社
間
も
な
い
新
人
が
余
っ
た
生
コ

ン
で
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
人
形
を
つ
く
っ

た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し

一
弄
唖 画画

3カ月前は寝る間も惜しんで受験参考書と過去の試験問

題で勉強しました。

主任技士試験には論文作成がありますが､作文すら書

けない状態だったため苦労しました｡セメントﾒｰｶｰが開

催する講習会に参加して文章を何度も書いて講師に添

削してもらいました｡高校の普通科を卒業して主任技士

の資格を取得したので｢すごいことだ｣と周囲から褒めら

れました｡自分でも自慢できることだと思っています。

需
廻

た
驚
き
と
発
見
が
毎
日
の
よ
う
に
あ

り
、
職
場
は
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

今
は
近
隣
の
工
場
と
の
女
子
会
に

夢
中
で
す
。
月
１
回
の
ぺ
ｌ
ス
で
旧
人

ほ
ど
が
参
加
し
、
各
社
の
持
ち
回
り

で
会
場
を
決
め
、
食
事
を
と
り
な
が

ら
仕
事
に
関
係
し
た
話
や
近
況
を
報

告
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
訪
問
先
の
工
場
で
「
こ
れ
は
」

と
い
う
設
備
や
機
器
を
見
つ
け
る
と

自
社
で
の
導
入
を
提
案
し
、
２
件
実

現
し
ま
し
た
。
現
在
は
若
手
の
食
事

会
を
企
画
し
、
１
回
目
を
開
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
若
手
に
も
っ
と
視
野
を
広
め

て
も
ら
い
、
友
人
・
知
人
が
で
き
る
機

会
を
設
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
あ
な
た
も
、
仲
間
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

試験室では､原材料となる砂や砂利な

どの検査､試し練りや強度試験などを

行っています｡試し練りは､出荷予定の

生コンが注文通りの品質となっているか試験します｡生コニ

の状態を検査するスランプ試験や､空気量試験､圧縮強言

試験などが代表的な仕事です。

、－

コンクリートに関する資格

コンクリートに関する主な資格として､日本コンタ

リートエ学会が認定する｢コンクリート技士｣｢コン‘

ﾘー ﾄ主任技士｣｢コンクリート診断士｣などがありぎ

す｡コンクリート技士を取得すると､コンクリートの雪

造､施工､検査および管理など､日常の技術的業駕

に直接かかわる技術的な能力があると認定されき

す｡また生コンの品質について大きな責任を負う母

質管理責任者(QMR)は生コン工場にとって不可久

な資格となります｡このほか工場によっては粉じんや

騒音､振動など公害関係の資格が必要となります上
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出荷する製品を検査するために生コンを採取つばさ

田中飛棚さん
ミーティングで1日の作業内容を確認

勤 工程検査

｡．⑭．．⑭．．⑭．．

出勤
入社3年目

今日も旧頑張ります！

オイル漏れやタイヤの空気圧､ナットの
緩みなど車周りをチェック

ｱﾙｺｰﾙﾁｪｯｸの後に交通状況など当日の
注意事項の指示を受ける田正明さA

入社5年目

、ー

、グ J

ﾉロ

始業前点検出勤

多
く
の
生
一
二
シ
工
場
は
一
．
生
ニ
ン
喜
一
製

造
す
る
の
に
必
要
な
水
を
地
下
水
で
確

保
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
地
隈
な
ど
で

水
道
が
途
絶
え
た
場
合
、
近
隣
に
水
を

供
給
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
コ
ン
エ
場
は
豊
富
な
水
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
で
消
防
車
が
行
け

な
い
火
災
現
場
な
ど
に
運
ん
で
消
化
活

動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

毎
年
９
月
１
日
に
は
全
国
各
地
で

「
防
災
の
日
」
の
記
念
行
事
と
し
て
災
害

時
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
が
、
生
コ
ン
エ
場
は
消
火
訓
練
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
活
動
被
災
地
支
援
活
動

生
コ
ン
製
造
案
一
三
三
皇
美
毒
建
達
言

業
は
、
河
川
の
護
岸
、
防
波
堤
、
砂
防
ダ

ム
な
ど
の
構
造
物
づ
く
り
を
通
じ
て
防

災
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
は
、
地
震
発
生
後
に
ま
つ

さ
き
に
現
場
に
か
け
つ
け
て
道
路
復
旧

な
ど
を
行
っ
た
の
は
建
設
業
者
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
衛
隊
や
市
町
村
の
車

両
や
作
業
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
現
場
に
到

着
、
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
写
真
は
、
地
震
発
生
後
に

応
急
的
な
道
路
復
旧
を
支
援
す
る
た

め
、
生
コ
ン
工
場
が
原
材
料
と
し
て
貯

蔵
し
て
い
る
砂
利
な
ど
を
提
供
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
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■頚墾押
で終了

同患;Ⅱ
鷹 瀞7

簿嘉
塗乙J

材料試験(表面水率試験材料試験(骨材） 圧縮強度試験 翌日の作業準備､書類整理

終 業午後の作業開始

．｡⑳．．⑳．｡⑳．．
お疲れ様
でした11

宣全運転
します

灘
晶一

顕、11一

里侭譲量溌#冷

磁 型凹醒

当日の出荷数量によるが午前中は2～3回
現場と工場を往復して生コンを運搬

午前中と同様2～3回現場と工場を

往復して生コンを運搬
車両を清掃し日報を提出する

終 業午後の作業開始出荷開始

工
場
見
学
会

多
く
の
生
コ
ン
エ
場
は
、
幼
稚
園
児

や
小
中
学
生
、
一
般
の
方
々
に
生
コ
ン

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
工
場
見
学
会
な

ど
の
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
、

あ
る
工
場
が
行
っ
た
中
学
生
向
け
の
見

学
会
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、
工
場
内
で

生
コ
ン
を
製
造
す
る
プ
ラ
ン
ト
設
備
や

生
コ
ン
を
運
ぶ
ミ
キ
サ
ー
車
な
ど
に
触

れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
試
験
室
で

は
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
生
コ
ン
を
練

り
、
練
っ
た
生
コ
ン
で
人
形
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
軟
ら
か
い
生
コ
ン
が
硬
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
り
、
そ
れ
が
人
々
の

命
を
守
る
構
造
物
に
な
る
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

q

現二

蝋 篭

仁
＝

こ
ど
も
１
１
０
番

多
く
の
生
コ
ン
工
場
は
、
犯
罪
や
事

故
か
ら
子
ど
も
達
を
守
る
「
生
コ
ン
こ
ど

も
１
１
０
番
」
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ミ
キ
サ
ー
車
に
は
「
生
コ
ン
こ
ど
も
１

１
０
番
」
を
表
示
し
、
各
工
場
に
は
旗
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
工
場
の
従
業
員
や
ド
ラ

イ
バ
は
、
犯
罪
や
事
故
な
ど
を
目
撃
し

た
場
合
の
対
処
方
法
を
普
段
か
ら
訓
練

し
て
い
ま
す
。
ミ
キ
サ
車
は
、
工
場
間

と
通
話
す
る
無
線
機
を
備
え
て
い
ま
す

の
で
、
犯
罪
や
事
故
を
目
撃
し
た
際
に
は

他
の
車
や
工
場
に
協
力
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。



■生コンクリート業界の全国組織の紹介
2016年3月末現在

団体名 全国生コンクリートエ業組合連合会 全国生コンクリート協同組合連合会

所在地 東京都中央区八丁堀2-26-9グランデビル4F

組合員
45工業組合

(2,298社2,639工場）
3県協組連253協同組合

(1,884社2,153工場

■生コンクリート業界のCSR活動である全国統一品質管理監査制度

全国生コンクリート品質管理監査会議は、購入者からの信頼性を高めることを目的に、1995年12且

レディーミクストコンクリート（生コン）の品質管理の透明性及び公正性を確保し、品質管理体制の確立

を更に図るため、経済産業省（元。通商産業省)、国土交通省（元・運輸省及び元・建設省)、農林水産省

等の指導を得て、設立されました。

1997年からは全国共通の「全国統一品質管理監査基準｣、「レデイーミクストコンクリート全国統一品

質管理監査チェックリスト」に基づき、都道府県単位の地区会議によるレディーミクストコンクリートエ

場立入り監査を行っています。

産・宮・学体制の

全国統一品質管理監査による信頼性の確保

一

確立
』

▼

画発注者。購入者からの高い

(発行者》

⑭

生産者・行政官庁・学界I

品質管理体制の監査

監査の中立性・公正性

透明'性の確保

お問合せ先

一全国生ｺﾝｸﾘｰﾄｴ業組合連合会
ZENIMAMA全国生コンクリート協同組合連合会

〒104-0032束京都中央区八丁堀2-26-9グランデビル4二
TEL:03-3553-7231FAX:03-3553-9590

http://www.zennama.or.jp/
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